
■「最前線はまかせろ－夏に鍛える１部６校のＤＬたち」③ 

 ＤＬで借りを返す－釧路公⽴⼤ 

 釧路公⽴⼤ゴールデンクレインズが、あと⼀歩で初優勝を逃した昨秋の北海
道学⽣選⼿権。悔やんでも悔やみきれないのが、優勝した北海学園⼤に６－７
で惜敗した⼀戦だ。守備合戦で競り負けた悔しさを振り返り、今季のＤＬリー
ダーの黒川恵⽣（３年）は「学園に借りを返す。全道制覇の鍵はＤＬが握って
いる」と⼒を込めた。 

釧路公⽴⼤ＤＬの先発は蓮井海都（４年）、北舘来星（４年）、黒川、⽯⼭
恭（２年）の４⼈。１８５センチ、１２８キロの黒川と１７７センチ、９７キ
ロの⽯⼭が中を固め、昨年のベストイレブンの蓮井とＫも兼ねる北舘の４年⽣
２⼈がオープンサイドをカバーする。「４年⽣２⼈のスピードと中の２⼈の重
さがチームの特徴。インサイド要員には９５キロの中野勝也（３年）、帯広畜
産⼤戦でＱＢサックした１９０センチ、９０キロの林直希（１年）もいる」と
黒川が⾃慢する。 

 



今春のオープン戦は帯広畜産⼤に３６－２０と快勝したが、北海学園⼤には
１８－４７で敗れた。帯広畜産⼤戦では、チーム事情から攻守兼任するＤＬ陣
に疲れの⾒えた第４Ｑに追い上げを許した。北海学園⼤戦では許した７ＴＤの
うち６ＴＤがラン、残る１本もキックオフリターンだった。「インサイドの経
験の差が出てしまった」と黒川。収穫と課題を確認した春だった。８⽉７⽇か
らの強化練習では「低さと速さ」を合⾔葉にラッシュに磨きをかけ、１４⽇か
らは４⽇間の合宿で秋に向けたチームの仕上げに励むつもりだ。 

４年⽣の蓮井は「スピードを⽣かしたパスラッシュと経験を⽣かしたプレー
リードでＤＬを引っ張る」と決意し、北舘も「誰にも当たり負けしないスピー
ドとパワーで戦う」とうなずく。黒川は「重さを⽣かしてダブルチームブロッ
クもはじき⾶ばす」、⽯⼭も「⼒強いプレーで毎試合ＱＢサックを狙う」と意
気込む。秋の本番では、フレッシュな若⼿の勢いと最上級⽣たちの経験で化学
反応を起こし、悲願の初優勝を引き寄せるつもりだ。（塚⽥博） 

【写真】 
「全道制覇はＤＬが鍵を握る」と決意する左から北舘、⽯⼭、黒川、蓮井


